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著
者
の
金
立
三
氏
は
、
韓
国
の
代
表
的

な
民
間
経
済
団
体
で
あ
る
全
国
経
済
人
連

合
会
（
日
本
の
経
団
連
に
相
当
）
の
事
務

局
長
と
し
て
、
高
度
成
長
期
を
挟
ん
で
韓

国
経
済
の
発
展
を
長
年
財
界
の
立
場
か
ら

支
え
て
き
た
人
物
で
あ
る
。
本
書
は
、
そ

の
著
者
が
か
つ
て
『
韓
国
経
済
新
聞
』
に

連
載
し
て
い
た
自
叙
伝
「
草
根
木
皮
か
ら

先
進
国
へ
の
証
言
」
を
整
理
し
邦
訳
し
た

も
の
で
あ
り
、
経
済
界
か
ら
見
た
韓
国
経

渡
辺
雄
一

新
刊
紹
介

金
立
三
著
・
花
房
征

夫
訳
『
韓
国
経
済
の

奇
跡
─
礎
を
築
い
た

民
間
経
済
人
の
熱
き

思
い
』

済
の
回
顧
録
で
あ
る
。

著
者
は
四
年
一
○
カ
月
に
わ
た
る
米
英

留
学
後
、
一
九
五
九
年
に
復
興
部
（
経
済

企
画
院
の
前
身
）
の
産
業
開
発
委
員
会
に

配
属
さ
れ
、
企
画
調
整
官
と
し
て
経
済
計

画
の
策
定
業
務
に
携
わ
る
経
済
官
僚
か
ら

出
発
し
た
。
一
九
六
一
年
に
起
き
た
五
・

一
六
軍
事
ク
ー
デ
タ
ー
の
影
響
で
経
済
的

に
も
混
乱
が
続
く
な
か
、
一
九
六
二
年
に

は
全
経
連
の
前
身
と
な
る
韓
国
経
済
人
協

会
の
事
務
局
長
に
転
身
し
、
そ
の
後
二
○

年
近
く
財
界
人
と
し
て
韓
国
経
済
の
成
長

と
と
も
に
歩
ん
で
き
た
経
歴
を
も
つ
。

本
書
の
特
徴
は
、
韓
国
経
済
の
建
設
・

発
展
過
程
の
現
場
に
直
接
身
を
置
い
て
き

た
か
ら
こ
そ
語
る
こ
と
の
で
き
る
、
数
々

の
重
要
な
史
実
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
生
き
生

き
と
鮮
明
に
描
写
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
な
か
で
も
、
経
済
界
が
経
済
政
策
の

策
定
に
与
え
た
影
響
や
、
政
治
か
ら
超
然

で
あ
ろ
う
と
す
る
も
政
変
に
翻
弄
さ
れ
ざ

る
を
え
な
い
経
済
界
の
姿
な
ど
、
財
界
人

の
視
点
か
ら
描
か
れ
る
発
展
の
軌
跡
は
、

韓
国
経
済
史
の
観
点
か
ら
も
貴
重
な
証
言

で
あ
る
。

本
書
に
込
め
ら
れ
た
著
者
の
主
張
の
ポ

イ
ン
ト
は
、
大
き
く
二
点
あ
る
と
思
わ
れ

る
。
第
一
は
、
一
九
六
○
〜
七
○
年
代
に

朴
正
煕
政
権
が
推
進
し
た
輸
出
主
導
型
の

経
済
開
発
戦
略
の
原
型
を
形
作
っ
た
張
勉

政
権
に
対
す
る
評
価
と
、
そ
れ
を
積
極
的

に
支
え
た
経
済
界
の
存
在
で
あ
る
。
張
勉

政
権
は
、
そ
の
後
の
軍
事
ク
ー
デ
タ
ー
や

独
裁
政
権
の
台
頭
を
許
し
た
と
し
て
、
し

ば
し
ば
「
虚
弱
政
権
」、「
無
能
で
腐
敗
し

た
権
力
」
な
ど
と
評
さ
れ
る
が
、
著
者
は

そ
れ
は
全
く
の
誤
認
で
あ
る
と
反
論
す
る
。

と
も
に
国
家
経
済
の
発
展
と
安
定
を
願
っ

て
や
ま
な
か
っ
た
政
財
界
が
、
共
同
で

「
五
カ
年
経
済
計
画
」
の
準
備
を
進
め
、

そ
の
後
の
「
漢
江
の
奇
跡
」
の
礎
石
を
築

い
た
功
は
歴
史
的
に
評
価
さ
れ
る
べ
き
と

し
て
い
る
。
ま
た
、
九
カ
月
と
い
う
短
命

に
終
わ
っ
た
張
勉
内
閣
に
「
政
経
癒
着
」

が
蔓
延
る
時
間
は
な
く
、
む
し
ろ
不
正
蓄

財
者
処
理
や
政
治
献
金
問
題
で
重
要
な
役

割
を
担
っ
た
経
済
界
の
協
力
が
あ
っ
た
か

ら
こ
そ
、
経
済
混
乱
を
最
小
限
に
と
ど
め
、

市
場
原
則
を
守
る
こ
と
が
で
き
た
と
述
べ

て
い
る
。

第
二
の
点
は
、
一
九
六
○
年
代
以
来
の

韓
国
経
済
の
成
長
は
、「
自
由
で
闊
達
な

企
業
家
精
神
の
賜
物
」
で
あ
り
、「
経
済

界
が
国
家
経
営
の
主
体
」
で
あ
っ
た
と
い

う
見
解
で
あ
る
。
韓
国
の
経
済
発
展
は
、

朴
正
煕
大
統
領
を
は
じ
め
と
す
る
政
府
主

導
に
よ
っ
て
達
成
さ
れ
た
と
す
る
見
方
が

お
そ
ら
く
主
流
で
あ
ろ
う
。
朴
政
権
の
経

済
開
発
体
制
は
し
ば
し
ば
「
開
発
独
裁
」

と
も
称
さ
れ
る
が
、
著
者
の
主
張
は
そ
う

し
た
一
般
的
な
見
解
に
一
石
を
投
じ
る
も

の
で
あ
る
。
そ
の
点
を
裏
付
け
る
重
要
な

事
実
と
し
て
、
例
え
ば
経
済
界
の
積
極
的

な
建
議
や
働
き
か
け
に
よ
っ
て
実
現
し
た

外
資
導
入
政
策
や
輸
出
産
業
促
進
委
員
会

の
発
足
、
日
本
や
米
国
と
の
経
済
協
力
の

推
進
、
韓
国
開
発
金
融
会
社
の
設
立
（
一

九
六
七
年
）、
株
式
大
衆
化
を
目
的
と
し

た
企
業
公
開
促
進
法
の
制
定
（
一
九
六
八

年
）、
八
・
三
企
業
私
債
凍
結
措
置
（
一

九
七
二
年
）
な
ど
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
著
者
は
性
急
な
通
貨
改
革
（
一
九

六
二
年
）
や
軍
人
政
権
の
民
政
委
譲
を
め

ぐ
る
混
乱
（
一
九
六
三
年
）
が
、
経
済
的

に
も
多
大
な
混
迷
を
も
た
ら
し
た
と
し
て
、

朴
政
権
の
施
策
を
批
判
し
て
い
る
。
そ
の

一
方
で
、
自
ら
「
経
済
に
無
知
だ
」
と
告

白
し
て
い
た
朴
大
統
領
が
経
済
界
の
意
向

に
真
摯
な
態
度
で
耳
を
傾
け
、
政
策
立
案

に
積
極
的
に
反
映
さ
せ
て
い
く
と
同
時
に
、

自
ら
も
経
済
建
設
に
深
く
傾
倒
し
て
い
く

様
子
が
描
か
れ
て
お
り
興
味
深
い
。

本
書
の
内
容
の
中
心
は
、
著
者
が
韓
国

経
済
の
計
画
事
業
に
携
わ
る
よ
う
に
な
っ

た
一
九
五
○
年
代
末
か
ら
、
全
経
連
を
退

い
た
一
九
八
○
年
代
初
め
ま
で
で
あ
る
が
、

そ
の
間
に
経
済
界
が
取
り
組
ん
だ
課
題
の

な
か
で
、
一
九
九
○
年
代
末
の
通
貨
危
機

や
現
在
の
韓
国
経
済
に
通
ず
る
問
題
も
示

唆
深
く
言
及
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
政

治
資
金
の
透
明
性
の
問
題
は
依
然
と
し
て

根
深
く
残
っ
て
い
る
し
、
縁
戚
・
血
縁
を

中
心
と
す
る
韓
国
企
業
の
経
営
形
態
や
支

配
構
造
は
、
株
式
分
散
や
資
本
の
継
承
、

財
務
の
透
明
性
な
ど
で
現
在
も
多
く
の
問

題
点
を
抱
え
て
い
る
と
指
摘
す
る
。
さ
ら

に
、
一
九
七
九
〜
八
○
年
の
経
済
不
況
で

露
呈
し
た
対
外
シ
ョ
ッ
ク
へ
の
脆
弱
性
や
、

そ
の
根
底
に
あ
る
産
業
技
術
開
発
の
遅
れ

に
対
す
る
憂
慮
も
、
今
も
な
お
色
褪
せ
て

い
な
い
問
題
で
あ
る
。

本
書
が
韓
国
経
済
へ
の
関
心
と
理
解
を

深
め
る
の
に
と
ど
ま
ら
ず
、
こ
れ
ま
で
の

発
展
に
寄
与
し
て
き
た
経
済
主
体
の
関
係

性
を
再
考
す
る
う
え
で
も
、
多
く
の
人
々

に
読
ま
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
。
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